
2016年度（平成28）年度入学生対象
変更箇所 変更前 変更後 変更年月

履修要項ＷＥＢサイト　URL http://kyoga.fks.ryukoku.ac.jp/rishu/

https://monkey.fks.ryukoku.ac.jp/~kyoga/rishu/

【変更事由】
Google Chromeをはじめとする各社のブラウザは、よりわかりやすいセ
キュリティ情報を配信するために、HTTPSのWebサイトを「安全」、HTTP
のサイトを「危険」と表示するシステムを導入しました。これに伴い、本
学もHTTPSでWebサイトを表示できるように対応しました。

2019年3月

【P13,36】
教養教育科目「初修外国語コミュニケーションⅡ」の先修制
（履修の条件となる授業科目および単位数）

2019年3月

【P14】
コース指定外国語[英語コミュニケーションⅡ」・「初修外国語
コミュニケーションⅡ」の先修条件（履修の条件となる授業科
目および単位数）

2019年3月

【P35】
教養教育科目開設科目（言語科目〈選択外国語科目〉） －

　　　　以下の科目について、履修を可能とする。

　　　　※「ペルシア語ⅡA」（2単位）、「ペルシア語ⅡB」（2単位）の先修条件（履
修
            の要件となる授業科目及び単位数）は、「ペルシア語ⅠA」（2単位）ま
たは

2019年3月

【P101,102】スポーツサイエンスコース
「トレーニング指導者」資格試験の受験資格を得るために必要な科
目（特別演習）

「特別演習Ⅰ・Ⅱ（長谷川・村田）」 「特別演習Ⅰ・Ⅱ（長谷川・村田・鈴木）」 2019年3月



変更箇所 変更前 変更後 変更年月

【P.71】
政策学部開設科目一覧の欄外に記載した注記

※4　政策学部専攻科目の「演習Ⅱ（卒業研究含む）」は，第6セメスター
　　　と第7セメスターで開講し，第8セメスター（12月）提出の「卒業研究」
　　　と合わせて6単位認定されます。「演習Ⅱ（卒業研究含む）」のみの
　　　単位認定はされません。
　　　なお，政策学部専攻科目の「演習Ⅱ（卒業研究含む）」は，履修
　　　登録制限単位数に含みます。（各セメスター2単位でカウント）

上記の記載を変更し、｢※5｣以下も右記の通り変更する。

※4　政策学部専攻科目の「演習Ⅱ（卒業研究含む）」は，第6セメスター
　　　と第7セメスターで開講し，第8セメスター（1月）提出の「卒業研究」
　　　と合わせて6単位認定されます。
　　　なお，政策学部専攻科目の「演習Ⅱ（卒業研究含む）」は，履修
　　　登録制限単位数に含みます。（各セメスター2単位でカウント）
※5　「伏見CB L 演習Ⅱ」は先修制を定めており，「伏見CB L 演習Ⅰ」
　　　の修得が履修の要件となります。
※6　矯正・保護課程からの提供科目については，政策学部専攻科目
       として【上限4単位まで】認定されます。それ以上履修した場合は，
       フリーゾーンとして認定されます。
※7　「地域公共人材特別講座」は【上限10単位まで】認定します。

2018年3月

【P.94】
学部共通コース「英語コミュニケーションコース」

英語コミュニケーションコース開設科目「Intercultural
Discussion」及び「学部共通特別講義Ⅰ」に対する注記

受講上限人数を15名とし、受講資格を設定する。 受講上限人数、受講資格ともに設定しない。 2018年3月

【P.87,88】
学部共通コース「国際関係コース」

国際関係コース開設「Intercultural Discussion」及び「学部共
通特別講義Ⅰ」に対する注記

受講上限人数を15名とし、受講資格を設定する。 受講上限人数、受講資格ともに設定しない。 2018年3月

【P.15】
履修登録制限単位数

履修登録制限単位数に含まれない科目

-
「英語コミュニケーションコースに所属する学生が履修する「海外研
修」」の追加

2018年3月

【P.38】
予備登録が不要な科目

教養教育科目、選択外国語科目の予備登録にかかる記載の
うち「海外英語研修」に関する※部分

その上で本登録を行います。 その上で申込み手続きを行ってください。 2018年3月

【P.33】
初修外国語の再履修

初修外国語の再履修のうち、「中国語Ⅰ・Ⅱ」の再履修に関す
る部分

不合格となった科目の再履修クラスを選択して履修してください。
不合格となった科目の再履修クラスあるいは正規クラスを選択して履
修してください。

2018年3月



変更箇所 変更前 変更後 変更年月

【P7】
（１）政策構想コース
教養科目
（２）環境創造コース・地域公共人材コース
教養科目

（１）政策構想コース（２）環境創造コース・地域公共人材コース
教養科目：18単位以上（選択必修6単位含む）
備考：18単位以上、超過履修した場合は、フリーゾーンで認定します。

（１）政策構想コース（２）環境創造コース・地域公共人材コース
教養科目：18単位以上（選択必修6単位含む）
備考：選択必修6単位については、「人文科学系科目」「社会科学系科
目」「自然科学系科目」に設置されている基幹科目の中から各１科目（２
単位以上）修得してください。各分野において２単位を超えて修得した
単位は，教養教育科目の選択科目として認定されます。教養科目18単
位以上、超過した場合は、フリーゾーンで認定します。

2017年4月

【P8，9】
（３）国際関係コース
教養科目
（４）英語コミュニケ-ンコース
教養科目
（６）環境サイエンスコース
教養科目

（３）国際関係コース（４）英語コミュニケーションコース
（６）環境サイエンスコース
教養科目：16単位以上（選択必修6単位含む）
備考：16単位以上、超過履修した場合は、フリーゾーンで認定します。

（３）国際関係コース（４）英語コミュニケーションコース
（６）環境サイエンスコース
教養科目：16単位以上（選択必修6単位含む）
備考：選択必修6単位については、「人文科学系科目」「社会科学系科
目」「自然科学系科目」に設置されている基幹科目の中から各１科目（２
単位以上）修得してください。各分野において２単位を超えて修得した
単位は，教養教育科目の選択科目として認定されます。教養科目16単
位以上、超過した場合は、フリーゾーンで認定します。

2017年4月

【P9】
（５）スポーツサイエンスコース
教養科目

（５）スポーツサイエンスコース
教養科目：24単位以上（選択必修6単位含む）
備考：24単位以上、超過履修した場合は、フリーゾーンで認定します。

（５）スポーツサイエンスコース
教養科目：24単位以上（選択必修6単位含む）
備考：選択必修6単位については、「人文科学系科目」「社会科学系科
目」「自然科学系科目」に設置されている基幹科目の中から各１科目（２
単位以上）修得してください。各分野において２単位を超えて修得した
単位は，教養教育科目の選択科目として認定されます。教養科目24単
位以上、超過した場合は、フリーゾーンで認定します。

2017年4月

【P24】
（１）追試験の受験資格

⑥就職活動（説明会、筆記試験、面接等） ⑥就職活動（選考に関わる説明会、筆記試験、面接等） 2017年3月

【P64～71】
政策学部開設科目一覧
【P85～107】
学部共通コース科目一覧

2017年3月

【P77～83】
「地域公共政策士について」

2017年3月

【P6】
「学部共通コース」政策学部専攻科目

学部共通コース（国際関係、英コミ、スポサイ、環境サイエンス）
政策学部専攻科目　36単位
（学部必修4）（専攻科目28）

学部共通コース（国際関係、英コミ、スポサイ、環境サイエンス）
政策学部専攻科目　36単位
（学部必修4）（専攻科目32）

2016年9月

【P105】
環境実践研究について
＜履修登録＞

〈履修登録〉
研究報告書を提出し，研究報告を行う学期の登録時期に登録してくだ
さい。詳細については，教学部窓口までお問い合わせください。

〈履修の手続きについて〉
実践前に必ず計画書を教学部窓口に提出し、環境サイエンスコース運
営委員会で承認を受けてから出発してください（学期始めの履修登録
は不要です）。
なお、計画書提出の締切日は次のとおりですので注意してください。
・第1学期に成績評価を受ける場合：第1学期の履修登録期間最終日（4
月）
・第2学期に成績評価を受ける場合：第1学期の授業期間最終日（7月）

2016年4月

政策学部開設科目に関する変更については、2017年度科目一覧を参照してください。
※履修要項から変更がありますので、必ず履修登録前に確認してください。
※学部共通コース科目については2017年度該当コース科目一覧を確認してください。

政策学部変更点にある【「初級地域公共政策士・GPM」について」について】のファイルに差し替えてください。



変更箇所 変更前 変更後 変更年月

【P7】
政策学部内コース：政策構想コース

コースコア科目備考：36単位以上、超過履修した場合は、コースコア科
目以外の政策学部専攻科目で認定します。

コースコア科目備考：40単位以上、超過履修した場合は、コースコア科
目以外の政策学部専攻科目で認定します。

2016年3月

【P7】
政策学部内コース：環境・地域公共人材コース

コースコア科目備考：32単位以上、超過履修した場合は、コースコア科
目以外の政策学部専攻科目で認定します。

コースコア科目備考：36単位以上、超過履修した場合は、コースコア科
目以外の政策学部専攻科目で認定します。

2016年3月


